
ＭＣバックホウによるＩＣＴ施工

本
工
事
で
は
、
Ｔ
Ｌ
Ｓ
（
地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
）
に
よ
る
３
次
元
測
量
と
、
Ｍ
Ｃ
（
マ
シ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
り
、
従
来

施
工
に
比
べ
工
期
を
17
日
短
縮
、
人
工
を
72
人
・

日
削
減
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
は
、
丁
張
作
業
が
な
く
な
る
た

め
、
工
期
短
縮
に
加
え
、
法
面
上
部
で
の
丁
張
作

業
中
の
転
落
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
Ｃ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
は
、
手
元
作
業
員
が

不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
狭
隘
な
現
場
に
お
い
て

も
、
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
、
安

全
な
施
工
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
現
場
は
、
急
傾
斜

地
か
つ
民
地
が
近
接
し
て
い
る
た

め
、
小
型
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
か
つ
正

確
な
施
工
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

狭
隘
で
高
低
差
の
あ
る
土
工
で
し
た
が
、
小
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

設
機
械
で
の
施
工
に
よ
っ
て
、
と
て
も
効
率
的
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

土
工
測
量
や
土
工
手
元
を
省
力
化
で
き
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

周
辺
の
作
業
員
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
無
く
作

業
に
集
中
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
重
機
周
辺
の
危
険
リ

ス
ク
の
低
減
、
落
石
等
に
よ
る
災
害
防
止
に
つ
な
が
り
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ま
し
た
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
よ
り
工
期
短
縮
・
作
業
員
の

削
減
に
成
功

Ｑ

試
行
工
事
に
携
わ
っ
て
い
か
が
で
し
た
か

Ｑ

建
設
業
を
目
指
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

人
手
不
足
と
い
う
大
き
な
岐
路
に
立
ち
、
「
仕
事
は
見

て
覚
え
ろ
」
と
い
う
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
体
育
会
系
現
場
か

ら
魅
力
あ
る
建
設
業
へ
と
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

働
き
や
す
さ
、
や
り
が
い
を
感
じ
れ
る
環
境
づ
く
り
を

模
索
し
て
お
り
、
現
場
で
は
３
Ｄ
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
な
ど
の
自
動
化
を
進
め
、
一
方
で
屋
外
で
働
く
気

持
ち
良
さ
を
体
感
で
き
る
充
実
し
た
環
境
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

顔写真

有限会社村尾造園土木

工事部

堀澤 衛

2010年 入社

入社後は機械土木工事

等に従事

思い出の現場

2012年の盛夏に携

わった芝生化工事は印

象的です。

焦げるような環境の

中、芝生の状態を四六

時中意識し苦労も多

かったですが、気が付

けば私自身が支えられ

励まされて、完成時は

達成感と感謝でいっぱ

いでした。

完成時の写真

マルチGNSSの採用で、準天頂衛生～みちびき～の測位情報を受信
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